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以前からセロハンテープに油性ペンで色をつけ、太陽の光を当てたり、それを覗き込んでいろいろなものを見

たりして楽しんでいた子どもたち。ちょうど同じ頃、数人の子どもたちが、廊下の下駄箱の上に置いてあったス

イミングバックの影に色がついていたり、工作に使おうとしていた空き箱が光を反射させたりしていることを発

見し、それをクラスみんなに伝えると、「お部屋をキラキラにしたい」という声があがました。それをきっかけに、

キラキラ光るものを集めることに…。子どもたちがおうちから持ってきたものは、アルミホイル、ホログラム、

反射板、サンキャッチャー、鏡、ステンドグラス風の飾りなどがありました。それを使って遊びが広がりました。

また、運動会でオリンピック・パラリンピックの競技を表現したことや、1 学期のスポーツデーでしたテニピン

の経験から発展していった遊びもあります。 

★ 光の鬼ごっこ ★ 

集めていたキラキラ光るものの中にあった“鏡”に太陽の光を当て、反射させたことがきっかけで生まれた遊び。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ キラキラボーリング ★ 

キラキラ光るものを集めていた際、ある子がおうちから持ってきた水の入ったペットボトルに太陽の光が当たる

と、床にきれいに映ることに感動したことがきっかけで生まれた遊び。 

 

 

 

 

 

 

 

★ 影クイズ ★ 

下駄箱の上に置いてあったスイミングバックの影が廊下に映り、その中に色のついた影を発見した子どもたち。

色がつく影と黒い影があること気づいたり、ある影に手をかざすと新たな影になることを楽しんだりしだしたこ

とをきっかけに生まれた遊び。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ サーフィッシュ ★ 

運動会でオリンピック・パラリンピックの競技を表現した経験から、ある子がティッシュの空き箱を使ってサー

フィンボードをつくったことがきっかけで生まれた遊び。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ テニピン遊び ★ 

一学期のスポーツデーで経験したテニピンから発展していった遊び。 

 

海の水や魚もあったほうがい
いという声に、大きなビニール
を海の水に見立て、いろいろな
形の段ボールの切れ端に目や
鱗を描き、魚をつくっていきま
した。 

～秋のダイナミックワールド号～ 

青の２組 

 「秋のダイナミックワールド」において、青の２組で展

開されている遊び、その遊びが始まったなどご紹介させて

いただきます。各クラスの「かけはし」は、本園 Web サ

イト「園からのお便り」のページにも掲載する予定です。

よろしければ、ぜひ、他クラスの遊びの様子もご覧くださ

い。 

水を入れたペットボトルの周り
にカラーセロハンを巻いたり、中
にホログラムを入れて実験。 

おうちから、ホイル折り紙やアル
ミホイル、反射板や CD など、
光るものをたくさん持ってきた
子どもたち。「それをまとめて大
きな光にしたい」と声があがり 1
枚の段ボールに貼ることに。しか
し、思うような光にはならず、そ
れよりも輝く鏡に興味が…。 

色のついた光をいろいろなところ
に映し始めました。その後、保育
室にあるものを的にして狙い、そ
こに光を当ててみたり、友達の光
と自分の光で鬼ごっこをしたりし
て遊んでいます。 

透明なものに油性ペンで描き、
光を当てるとその色が映ること
を楽しんでいました。色と色を
重ねると影の色も変化して見え
ることも発見。 

振らずに転がしてもキラキラす
ることに気づくと、ラップの芯を
何本も立て、それに向かって転が
す遊びに変化していきました。 
 

それを持って、外遊びをしていた
子が、中身を振って光を当てる
と、反射した光も動くことを発見
し、みんなに伝えていました。 

遊びの中でいろいろなものの
影を探したり、影を何かに見立
てたり、影遊びが大人気に。 

影のクイズにしたら面白いと
いう提案で、スクリーンをつく
り、いろいろなものの影をうつ
しだし、何の影か当てる遊びに
発展していきました。 

本物のテニスみたいにライン
やネットがほしいという声が
あがり、緩衝材のプチプチがネ
ットに似ているという意見が。
それを繋げ合わせました。 

ネットが出来上がり、実際に両
端を壁に貼り付けましたが、長
すぎて不安定。ネットの両端と
中央に段ボールをつけると安
定することを考えだしました。 

人数が多いとみんながボール
に触れられず、ラリーも続かな
いなど、問題も発生。その都度
ルールを変えながら遊んでい
ます。 

「海にいる魚もとりたい」と持
っていた棒で魚を捕ろうとし
ていると、たまたま穴の空いて
いた魚を通しとることができ
たことをきっかけに、棒でその
魚を捕る遊びにも発展してい
きました。 

ボードに乗ったまま前進する
にはどうしたらいいか試行錯
誤し、ビニールの上でジャンプ
したり、腰を左右にねじったり
すると進めることを発見して
いきました。 

鏡で遊んでいるうちに、明るく遠
くまで光を反射させられること
に気づいたようでした。さらに遊
んでいくうちに、「自分の(反射さ
せている)光がどれかわからな
い」「自分の光とわかるように、
鏡に色をつけてみよう」と子ども
たち…。 

光の鬼ごっこ 
しよう！！ 

これは 
なんでしょう？

順番に的を狙って
打つのはどう？ 

もっとキラキラさせたいね！ 

大きな光に 
なるんじゃない？ 

ビニールを敷
いてみよう！ 


